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生体反感側よりみた尿中生機物質の消長にクいて

尿玉11: と尿煮がii沃皮限値 (K~)

のキI1Ib誌についてホ

11.Pfi報

1ft山椛二・町附徳治・婦藤辰次
(北海道大学結度研究所化学部門)

賓駿燦{牛並びに成績

採尿対H'~t>1f;，ひに採民条件は前キf}~.1つに全く同じ，尿苛，

尿煮沸沃}支援(i!'l(K~)I・1) ともに 11苛位をもって表示した。

尿畳はcc.per hou1"， K2は mg.p3r hour. 

図 lは原閣であり， その1¥1・印は正弘'人労(j]者勤勉

時尿7)，ム印:工 ~fjt肺結反官、背， orn はri1等.~のそれ， 0

印は1fi~:fitのそれであり，以上の桔段j誌については!日尿を

採集分訴した桔築である。

図2はそれを overlapping mean法により各椛例別

に衿:奴皮曲線を求めたものであるが，等奴度予4は掲殺の数

値に 10を飛jじたものである。

尿笠についての考投は前報I~) において況に行った故，

ここに省略するが，図 1，2のように正常人に比し肺結成也

米特にその完成のものにおいて尿f，者i:ì~n沃度丹空白í'l (K2)と

もに{段位をしめすが， その減少の皮は尿iJ:に比し， K2が

夜労は個体の環境に対する適応認の1段下(適応溜聞の

!i;{fI'J')にある.1).と， acidosisl)の方向にのみ疲労があると

73・え，それを追求して行くことの土合同巡っていることは

川知のところであろう。生体が acidosisの状態にあると

L 、うのは大まかiこいつてまあ catabつlicphas3にあるとL、

うにすぎない。成立はそれと同じように，あるいはひょっ

とするとそれ以上の球不て alkalosisに存在する。ここに

疲労研究の者さがある。

従って“疲労ì~，U乏i去っとして採用し得る最低の条件は

その方法がacidosis(catabolic phas巴)， alkalosis (ωana悶ab凶D叫oli日恥ic 巴

phaおヨ卦潟e針3ωj に関t係宗なくその個1体本の羽つているil時I冷寺に同傑に十榊件を
巳することである"

今回は尿:泣i正E と尿ヲ芳煮守fl沸;沃沃皮百竣支位 (K~) の相:珂河について報

;7行4η?したい。
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本論文は~e.~と生物争第28'{f第 2WRに設表した。

献交

* 

iffiに大であった。

以上余等は木煮沸沃度駿低 (K2)立主びに放置沃度駿但i

(K1)と尿泣12U 尿中グロ{ル7.町並ひに尿燐段位吟の相珂

につき報(守したがそれをここに一括し述べると

1¥以とのかく組合せの相関係数はほぼ同総であった

(詳しL、ことは後ほど一括レ埠(守する)。

2)旅:むと Klの変動の割合はほぼ同じであるのに民

しK2のそれは大であった。

3)尿燐駿値と K2の変動の割合はほぼ同殺であるに

民し，Klのそれは小であった。

4)尿中グロールと K2の割合はほぼ同様であったが，

L のそれは小きかった。

ラ)K2一反応物質1~) 中に Purine-.Pyrimidine-f~えがあ

ること。

以とより K211自はK，のそれにj土し生体問禦反応系の

--~i としての ACTH-Cortisone 完の梅惣と街援な関係が

あるものと考えたし、。

なお ACTH-Cortisone系と Kl.K2との関係について

は小川ら14)の文献を参照されたい。

北海道大学山田内科立ひ可こ国立札収療養所の御協力に

深謝する。なお木研究費の一部は文部省科学研究費(flE27l

によったものである。ここに訪tXi:を表する。
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